
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

注 

１ 減免、徴収猶予を受けようとする理由を証明する書類を添付してください。 

２ 災害その他特別の理由により減免、徴収猶予を受けようとする場合は、その 

被害状況等についての書類を添付してください。 

 

                  減  免 

         市営住宅家賃等        申請書 

                  徴収猶予 
 
                                               令和  年  月  日 
  （あて先）前橋市長 
 
                                               番   号 
           前橋市      町   丁目       
                                               番地 
 
           市営住宅         団地   棟   号 
 
 
                      入居者氏名                               
 
 
                      電  話  自 宅 
                                

勤務先 
 
                            勤務先名 
 
 前橋市営住宅管理条例第１９条の規定による家賃等の減免、徴収猶予を申請 
します。 
 

減免、徴収猶予 

を受けようとす 

る使用料等 

月額使用料（敷金） 減免、徴収猶予期間 減免金額 

        円  円 

１ 生活困難  ２ 疾病、身障  ３ 災害  ４ その他 

減免を受けようとする理由（具体的に記入） 

 

 

 

私は、前橋市営住宅家賃等の減免等に係る事務取扱要領（裏面）を遵守し、 
以下のことを誓約します。 
 ・家賃を滞納しないこと。 
・犬・猫・鳥など、鳴き声・臭いなどによって他の入居者への迷惑となるよう
な動物の飼育・餌付けをしないこと。 

 ・届出なく１５日以上住宅を空室にしないこと。 
 ・その他、条例に定める禁止事項を違反しないこと。 
上記誓約を違反したことにより、要領第９条に係る減免取消の処分を受けた場合
は異議を申立ません。 



 

 

 
前 橋 市 営 住 宅 家 賃 等 の 減 免 等 に 係 る 事 務 取 扱 要 領  

 
 （ 趣 旨 ）  
第 １ 条  こ の 要 領 は 、 前 橋 市 営 住 宅 管 理 条 例 （ 平 成 ９ 年 前 橋 市 条 例 第 ５ ３ 号 。 以 下 「 条 例 」

と い う 。 ） 第 １ ９ 条 に 規 定 す る 家 賃 及 び 条 例 第 ２ ３ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 敷 金 （ 以 下 「 家 賃
等 」 と い う 。 ） の 減 免 又 は 徴 収 の 猶 予 （ 以 下 「 減 免 等 」 と い う 。 ） に つ い て 必 要 な 事 項 を
定 め る も の と す る 。  

  （ 家 賃 等 の 減 免 等 の 対 象 ）  
第 ２ 条  家 賃 等 の 減 免 等 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 で 、 市 長 が 必 要 と 認 め る も の

に 対 し て 行 う も の と す る 。  
 ( 1 )  入 居 者 （ 同 居 者 を 含 む 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） の 収 入 （ 所 得 税 法 （ 昭 和 ４ ０ 年

法 律 第 ３ ３ 号 ） の 規 定 に よ り 課 税 対 象 と な る 過 去 １ 年 間 に お け る 収 入 及 び 非 課 税 と さ れ
て い る 年 金 、 給 付 金 等 の 収 入 を 基 礎 と し て 、 公 営 住 宅 法 施 行 令 （ 昭 和 ２ ６ 年 政 令 第 ２ ４
０ 号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ） 第 １ 条 第 ３ 号 の 規 定 に 準 じ て 算 出 し た も の を い う 。 以 下 こ
の 条 に お い て 同 じ 。 ） が 令 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 入 居 者 の 収 入 の 区 分 の う ち 最 下 位 に
区 分 さ れ る 収 入 の 額 （ 以 下 「 基 準 額 」 と い う 。 ） の ２ 分 の １ 以 下 で あ る こ と 。  

 ( 2 )  入 居 者 が 病 気 に か か り ３ 月 を 超 え て 療 養 す る 必 要 が 生 じ 、 又 は 災 害 に よ り 容 易 に 回 復
し 難 い 損 害 を 受 け た こ と に よ り 、 こ れ ら の た め に 必 要 な 経 費 と し て 市 長 が 認 定 す る 費 用
の 月 額 を 前 号 に 定 め る 収 入 の 額 か ら 控 除 し た 場 合 に お い て 、 入 居 者 の 収 入 が 前 号 の 基 準
額 の ２ 分 の １ 以 下 で あ る こ と 。  

  ( 3 )  そ の 他 前 各 号 に 準 ず る 特 別 の 事 情 が あ る こ と 。  
２  前 項 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 で あ っ て も 家 賃 等 の 支 払 能 力 が ３ 月 以 内 に 回 復 す る

と 認 め ら れ る と き は 、 家 賃 等 の 減 免 は 行 わ ず 、 徴 収 の 猶 予 を 行 う も の と す る 。  
  （ 家 賃 等 の 減 額 ）  
第 ３ 条  家 賃 等 の 減 額 を す る 場 合 に お い て は 、 次 の 表 の 左 欄 に 掲 げ る 基 準 額 に 対 す る 収 入 の

額 （ 前 条 第 １ 項 第 ２ 号 に 該 当 す る 場 合 は 、 市 長 が 当 該 病 気 、 災 害 に よ り 必 要 と 認 定 し た 費
用 の 月 額 を 収 入 の 額 か ら 控 除 し た 額 ） の 割 合 に 応 じ 、 同 表 の 右 欄 に 掲 げ る 減 額 割 合 を 当 該
家 賃 等 に 乗 じ て 得 た 額 の 範 囲 内 に お い て 行 う も の と す る 。   
      基 準 額 に 対 す る 収 入 の 額 の 割 合   減 額 割 合   

 基 準 額 の １ ０ 分 の ２ 以 下 の 場 合   １ ０ 分 の ５  
 基 準 額 の １ ０ 分 の ２ を 超 え 、 １ ０ 分 の ３ 以 下 の 場 合   １ ０ 分 の ４  

 基 準 額 の １ ０ 分 の ３ を 超 え 、 １ ０ 分 の ４ 以 下 の 場 合   １ ０ 分 の ３  

 基 準 額 の １ ０ 分 の ４ を 超 え 、 １ ０ 分 の ５ 以 下 の 場 合   １ ０ 分 の ２  
 
２  第 １ 項 の 規 定 に よ り 家 賃 等 を 減 額 す る 場 合 に お い て 、 そ の 減 額 の 額 に １ ０ ０ 円 未 満 の 端

数 が あ る と き 又 は そ の 全 額 が １ ０ ０ 円 未 満 で あ る と き は 、 そ の 端 数 金 額 又 は そ の 全 額 を
１ ０ ０ 円 に 切 り 上 げ る 。  

 （ 減 免 の 期 間 ）  
第 ４ 条  家 賃 等 の 減 免 を す る こ と の で き る 期 間 は 、 月 の ２ ５ 日 ま で に 受 理 し た と き は 受 理 し

た 日 の 属 す る 月 の 翌 月 か ら 、 月 の ２ ６ 日 以 降 に 受 理 し た と き は 受 理 し た 日 の 属 す る 月 の 翌
々 月 か ら（ た だ し 、減 免 を 決 定 し た 日 が 入 居 許 可 日 と 同 じ 月 に 属 す る 場 合 は 、そ の 月 か ら ）
月 を 単 位 と し て 当 該 減 免 を 決 定 し た 日 の 属 す る 年 度 内 ま で と す る 。  

２  減 免 は 、 必 要 に 応 じ て 再 申 請 す る こ と が で き る 。  
 （ 徴 収 の 猶 予 の 期 間 ）  
第 ５ 条  家 賃 等 の 徴 収 の 猶 予 を す る こ と の で き る 期 間 は 、 徴 収 の 猶 予 を 決 定 し た 日 か ら ６ 月

以 内 で 、 か つ 、 当 該 徴 収 の 猶 予 を 決 定 し た 日 の 属 す る 年 度 内 と す る 。  
２  前 条 第 ２ 項 の 規 定 は 、 徴 収 の 猶 予 に つ い て 準 用 す る 。  
 （ 添 付 書 類 ）  
第 ６ 条  前 橋 市 営 住 宅 管 理 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 ９ 年 前 橋 市 規 則 第 ７ ０ 号 。 以 下 「 規 則 」 と い

う 。 ） 第 １ １ 条 の 別 に 定 め る 書 類 は 、 次 の と お り と す る 。  
  ( 1 )  収 入 を 証 す る 書 類  
 ( 2 )  収 入 の 減 少 、 生 活 困 窮 等 の 原 因 と な る 事 実 を 証 す る 書 類  
 ( 3 )  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 書 類  
 （ 標 準 処 理 期 間 ）  
第 ７ 条  家 賃 等 の 減 免 等 に 係 る 前 橋 市 行 政 手 続 条 例 （ 平 成 ９ 年 前 橋 市 条 例 第 ４ ４ 号 ） 第 ６ 条

に 規 定 す る 標 準 処 理 期 間 は 、 ３ ０ 日 と す る 。  
  （ 原 因 消 滅 等 の 届 出 義 務 ）  
第 ８ 条  入 居 者 は 、 減 免 等 を 行 っ て い る 期 間 中 に 当 該 減 免 等 の 原 因 と な る 事 実 に 変 更 が あ っ

た 場 合 は 、 直 ち に そ の 旨 を 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  
  （ 減 免 等 の 取 消 し ）  
第 ９ 条  市 長 は 、 減 免 等 を 受 け て い る 入 居 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 当 該

減 免 等 を 取 り 消 す も の と す る 。  
  ( 1 )  第 ６ 条 に 規 定 す る 書 類 に 事 実 と 異 な る 虚 偽 の 記 載 を し 、 又 は 不 正 の 行 為 に よ り 減 免 等

を 受 け た 場 合  
  ( 2 )  前 条 の 規 定 に よ る 届 出 を 怠 っ た 場 合  
 ( 3 )犬 ・ 猫 ・ 鳥 等 の 飼 育 等 に よ り 、他 の 入 居 者 に 迷 惑 を 及 ぼ す 行 為 そ の 他 の 条 例 第 ２ ７ 条 に

規 定 す る 行 為 を し た 場 合  
 ( 4 )  条 例 第 ４ ３ 条 第 １ 項 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合  
 ( 5 )  生 活 保 護 法 (昭 和 2 5年 法 律 第 1 4 4号 )の 規 定 に よ る 公 的 扶 助 を 受 け る こ と に な っ た 場 合

( 6 )  その他減免等を行う必要が認められなくなった場合 
 （ 適 用 除 外 ）  
第 １ ０ 条  公 営 住 宅 法 （ 昭 和 ２ ６ 年 法 律 第 １ ９ ３ 号 ） 、 条 例 、 規 則 そ の 他 関 係 諸 規 程 に 違 反

す る 者 に 対 し て は 、 原 則 と し て 家 賃 の 減 免 等 は 行 わ な い 。  
  （ そ の 他 ）  
第 １ １ 条  こ の 要 領 に 定 め る も の の ほ か 必 要 な 事 項 は 、 別 に 定 め る 。  
   附  則  
 こ の 要 領 は 、 平 成 １ １ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

こ の 要 領 は 、 平 成 ２ ８ 年 １ 月 １ ３ 日 か ら 施 行 す る 。  

こ の 要 領 は 、 令 和 ５ 年 ７ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  


